




を中心に広く利用されている . このJffi.TEX は，実際にはスタンフォード大学の DonaldE. Knuth 教授が開
発した τFX システムを DEC 杜の Leslie Lamport が1FXを簡単に扱えるようにカスタマイズしたもの
である. Jffi.TEX の特徴としては，文字の書体やサイスが豊富，数式や表の記述が容易，相互参照，参考文献・
検索の作成などがあげられる 1 今回， Jffi.TEX システムの数多い機能のなかで， 数式の記述と図形・画像の









成される.この環境に入るにはヲ'\(. . .\)'あるいは'$... $'の二つの省略形が利用できる.文中の数式
は行の前後にはみ出さないように文字サイズを小さくして出力する.もっと大きなサイズの数式フォント
を出力するには ， \displaystyle コマンドを用いる.また ， 行の高さに数式が収まらないときは， 前後の
行との間隔を広げて出力する.つぎの例文は， quote 環境を用いて引用文の形式で記述している.
¥( f(x)=¥int_{-¥pi}-{¥pi}¥leftlf(x)¥rightldx \)と書くと， f(x) ご f二 If(x )1 dx の





に， '¥ ['と '\J' の聞に数式を記述すればよい.
1 詳し く は， r UNIX 環境における ソ フトウェア技術J 1995 年度技術報告書(福井大学技術部)を参照.
n同U
??
¥[ \sum_{n=1}-{\infty日入int\!\!\!\!\int\limits_{\!\!\! Izl<1} 
\leftl\frac{\sqrt{n+1}}{\pi}z-n-f司n(z)\rightl-2 dx\ ,dy < 1 ¥] 
三lrpzn ーん(Z)I'dx dy < 1 
数式は本文中でそれを参照したいことがしばしば起こる. :M\TEX では， equation 環境又は equnarray 環
境を用いることで数式番号が自動的に生成され，数式の右端に出力される 2 この数式番号は， \label , ¥ref 
及び、 \pageref コマンドを用いて引用することができる 3 例えば，つぎのように '\end{equation}' の前
に '\label{eqn: a1}'を埋め込みヲ文中で t 式(\ref{eqn:a1}) ，と記述すれば e 式 (1)' と出力され数式
を参照することができる.この記述は数式番号を直接指定しないため，数式の追加・削除が容易に行える.
¥begin{equation} 
v = V(x_O , \ldots , x_n) = ¥left( 
¥begin{array}{cccc} 
1 & 1 & ¥cdots & 1 ¥¥ x_O & x_1 & ¥cdots & x_n ¥¥ ¥vdots & 




1 1 1 
V = V(xQ ,... ,Xn ) = I XQ Xl Xn 
X τ、
。 X": 1 X~ n 
(1) 





If(z)1 = lez2-4 _ 1t (3) 
:; (leZ2-41 +l)t = (eRe(z2-4) + l)t (4) 
= (eX2-y2-4 + 1)t (5) 
ここで，式 (2) は \lefteqn コマンドで 1 行自の数式を左に詰め，式 (3)，式 (4) 及び式 (5) は，各数式が
等号，不等号によって縦に揃えた例である特殊な例として，竺 4 あるいは(ふ)のように記号を積み重
，，-ーーー〈ーーーー司、ねて復号記号を作成したり， α +b+ c+d のように横向きのブレースを数式の上下に付けたり，ポ +1 の、-.-'
ように水平線を引くこともできる.また， H2S04 ， Fe2+など簡単な化学式も記述できる 4
2スタイルオプションで 'leqno' を指定すると左端に出力される勿論，数式番号を出力させないこともできる.
3これを相互参照といい，章・節・図・表でも同様なことができる
4有機化学の構造式については，参考文献 [6 ， pp. 222-232] 等に紹介されている.
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関数記号
耳ヌには，関数記号(表 1 参照)ヲ 2 項演算記号(土， n など)，関係演算子 5 (ふメなど)，矢印記号
( <=，↓など)ラアクセント記号(札 b など)，括弧等の区切り記号([ , {など)並びにその他の特殊な記号
(表 2 参照)など，数学記号を生成するに必要と思われるほとんどすべてコマンドが用意されている.ま
たヲ数式の中では，ギリシャ文字(表 3 参照)およびカリグラフ文字 (AßC など)が書体として用いること
ができる.ここで，関数記号や区切り記号などは，その数式に見合った大きさの記号に生成される.表 1，表














































































































































































~TEX で使用する座標系は 2 次元座標系であり，一つの点は X座標と y座標のペアで (x ， y) のように表
し，この座標系の単位は， \unitlength コマンドで決定される.図形の要素は，直線 (\line )，ベクトル
3.1 
5 日本式の関係演算子では一般的に壬 ，1= を孟，キと記述することが多い.
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(¥vector )，円( ¥circ1e )，ボックス( \fr訓ebox 、 \dashbox ， \makebox) および長円 (\ova1) が用意さ




\begin{picture}(100 , 100) (-65 , -40) 
\put(0 , -50){\vector(0 , 1){100}} 
\put(-50 ,0){\vector(1 ,0){100}} 
\put( ー 1 ，ー l){\makebox(O ， O) [rt] {O}} 
\put(50 , -1){\makebox(0 ,0) [lt] {x}} 
\put(0 ,50){\makebox(0 ,0) [rb] {y}} 
\pu七 (0 ， 0){\vector(2 ， 1){30}}
\pu七 (17 ， 8){\makebox(0 ， 0) [lt]{% 
$¥vec{a}$}} 
\put(30 , 15){\vector(1 ,2){15}} 
\put(40 ,30){\makebox(0 ,0) [lt]{% 
$¥vec{b}$}} 
¥thicklines 
\pu七 (0 ， 0){\vector(1 ， 1){45}}
\put(20 ， 30){\makebox(0 ， 0)[1七]{%
$¥vec{c}$}} 
¥thicklines 














UNIX 環境で利用できる作図ツールには xfig ， idraw や tgif などがある.ここでは， tgif をとりあげる.
10 PI 
図 2: Tgif による作図例
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図形のサイズを調整するには， scale で全体の倍率を設定する方法と図 2 のように height や width で図






するグラフ作成/表示ツールとして xgraph や gnuplot が知られている.これらのツールは対話型のグラ
フ描画プログラムで，関数を式で与えてグラフに表示したり，データをファイルから読み込んでプロット
したりできる.図 3 は， gnuplot の内部関数を発生させ文書に挿入した例である.具体的な手順は， gnuplot 
を起動後，図 3 のような一連のコマンドを入力し， 1ffiTEX のテキストファイル(この例では 'sin. 七ex' )で






































図 3: gnuplot コマンドとグラフ出力の例
図 4 は， 3 次元関数 y= -30 (cos (ゾFτヨ)+ cos (3ゾx2+ z2)) を隠線処理した図形である.まず，計
算で得られた座標データをファイル(この例では 'gnu_data' )に格納する . この座標データを gnuplot で
読み込み，必要があればこのツールで図形を加工(この例では座標軸の削除など)しヲ EPS 形式のファイ







である.イメージ図形はヲ Netpbm ， XV 及び ImageMagick などのツールでう画像の表示・加工・編集・変
換ができる.図 5 はイメージスキャナーヲデジタルカメラ及びビデオデッキから画像を入力，編集ツール
で画像を編集し， \subfigure コマンドで文中に組み込んだ例である.このコマンドは?五gure 環境で複数
の図形を入れるのに有効であるがうスタイルオプションとして 'subfigure' を指定する必要がある.
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